
ルドルフ･シュタイナー（Rudolf Steiner, 1861-1925）最晩年の

活動はまさに超人的。特に1924年にはゲーテアヌム再建

のための粘土模型の制作、音楽オイリュトミーための講座

をはじめ、言語オイリュトミー講座、農業講座、治療教育

講座などを行い、さらに1925年3月30日の死の直前に

『アントロポゾフィー医学の本質』の校正を終え、これを大

変喜んで、イタ･ヴェクマンに渡し、また彫塑「人類の典型」

の制作に関わろうとしたと言われている。

本書は11回の講演､及び訳者による解説を収録。シュタイ

ナーの意図を正確に伝え、読みやすい日本語の文章となる

ように意を尽くしている。

訳者　浅田　豊 Yutaka Asada

オイリュトミスト、人智学研究家。スイス在住。ゲーテアヌム書店

に勤務。現在はシュタイナーの思想､社会論を研究。

訳書にシュタイナー著『二つのメモランダム(覚書き)』、『個人と

人類を導く霊のはたらき』などがある。学芸研究室の広報誌

「Stella」誌に「ルドルフ･シュタイナーとその時代」を連載。年

に二度ほど来日、各地で講座を行っている。
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